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起業家人材の育成の研究で用いてきたマトリックス履歴書の表現を、歴史過程の評価に用いることを試み
た。マトリックス履歴書は、時系列情報を構造化して記述可能なので、歴史過程のパターンを分析するために
活用可能ではないかと思われる。本報告では、安土桃山時代、明治維新、戦後の民主化という3種類の時代を

取りあげ、日本が西洋文化を受容した過程の分析を試みた。併せて、各々の時代に活躍した千利休、福沢諭
吉、高崎達之助についてもマトリックス履歴書を紹介し、その時代の歴史のマトリックス表現に関連付けて考
察した。

大野 邦夫*, 西口 美津子**

Historicalprocesshasbeenstudied throughMatrixCVwhich hasalreadybeenapplied tohumanresource

development as entrepreneurs. Throughmatrix CV, sequential information can be organized to structured

format,thenthatenablestoanalyzehistoricalpatterns. ThispaperdescribestheanalysesofAzuchi−momoy-

amaera,Meiji restorationand thedemocratizationeraofpostWW2. In addition to theanalyses, personalma-

trixCVs of SenRikyu, FukuzawaYukichi andTakasakiTatsunosukehave been introduced, and the relation-

ship to the history has been considered.

1. はじめに

マトリックス履歴書は、当初はエピソード履歴書と共に
シニア人材のスキル記述のフォーマットとして工夫された
[1]。だがこのフォーマットを歴史上の人物のスキルの分
析評価に適用を試みたところ興味深い結果が得られたので
[2]、その後起業家人材育成のための人物評価を目的に多
様な人材のスキル分析に用いてきた[3]。さらにマトリッ
クス履歴書から抽出された起業家として期待されるスキル
とエドガー・シャインのキャリアアンカーの概念を関係付
けて、起業家育成モデルの提案を試みた[4]。

最近、異文化コミュニケーション学会で活動する機会が
あり、人物評価のさらに上位概念としての異文化評価、歴
史の評価にマトリックス履歴書による表現の考え方が活用
できないかと考えている。異文化評価の客観的手法とし
て、全世界のIBMの職員を対象としてアンケート調査を行

い国ごとに比較したヘールト・ホフステードの研究成果が
知られている[5]。これは極めてユニークな手法ではある
が、世界各国のIBM社員というフィルタを通した相対比較

なので必ずしも一般的とは言えない。私どもが提案する手
法は、局所的な手法に過ぎないが、ホフステードの方法を
部分的に検証するために有効ではないかと考えられる。

本報告では異文化交流の評価の試みとして、日本と西洋
との文化交流について、安土桃山時代、明治時代、戦後の
民主化の3種類の時期を取り上げマトリックス履歴書の考

え方を歴史分析に適用することを試みる。その前に、それ
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ぞれの時代に生きた、歴史の代表者のような人物のマト
リックス履歴書を通じてその時代背景を紹介する。

2. 歴史上の人物のマトリックス履歴書

2.1 時代背景を代表する人物

特定の時代背景を代表する人物の選定は難しい。最高権
力者は時代を代表する人物には違いないが、極めて特異な
人物であり、人々の生活のような時代背景まで含めて代表
するとは言い難い。時代背景まで含めて代表する人物は、
その時代の権力者から庶民や貧民に至る人々と関わり、多
様な状況の問題を知りつつそれに直面し解決に尽力する人
物であろう。言わばエルゴート仮説のように、結果的にア
ンサンブルとなるような多様な経歴を生きた人物と言える
のではあるまいか。

私どもはそのような生き方を、蟹の横這い人生と呼んで
いる。日本社会は中根千枝が譬えるように大多数の人が立
身出世を目指す「たて社会」であるが、敢えてそれにとら
われることなく、横ばいを行うような異色の知性あふれる
人材である。それは権力への批判という視点と共に旺盛な
好奇心によるものであろう。そのような人物は、基本的に
多様性に寛容で異文化に興味を持つと思われる。そのよう
な人物の例としてここでは各々の時代に適合すると思われ
る3名の人物を紹介する。

2.2 千利休

安土桃山時代の時代背景を代表する人物として、千利休
を取り上げる。彼は日本文化を代表する茶の湯の創始者で
あるが、その人生は波乱に満ちていて興味深い。図1に彼
のマトリックス履歴書を示す。
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図1 千利休のマトリックス履歴書

利休は堺に生まれ育ったが、当時の堺は室町から戦国の
混乱した時代において自由な活気ある環境の港町であっ
た。その結果商工業が発展する素地があった。ポルトガル
からの鉄砲の伝来、スペインからのキリスト教宣教師の来
日といった新しい空気の中で利休は多感な才能を茶の湯に
おいて開花させた。彼の才能は時の権力者であった織田信
長、豊臣秀吉に認められる卓越したものであった。しか
し、最後に秀吉に切腹を命じられてその生涯を閉じた。秀
吉は晩年は身勝手な権力者であり、その時の気分で女性に
手を出したり人を処刑したりしたようである。若桑みどり

がローマ法王庁の記録文書等を駆使して執筆した“クアトロ・ラ

ガッツィ～天正少年使節と世界帝国”に利休の最後に関する記

述も含まれている[6]。利休の高弟にはキリシタン大名の
高山右近がおり、秀吉が右近のキリスト教の棄教を勧める
書状を利休に託して説得させようとした経緯が書かれてい
る。右近は利休の改宗の勧めには応じず、利休自身が右近
の言葉に感じ入り俗を離れて黙想するキリスト教と侘び茶
の和敬静寂の境地との共通性を認識したとの記述がある。

2.3 福澤諭吉

図2 福澤諭吉のマトリックス履歴書

福澤諭吉のマトリックス履歴書

明治維新の前後に活躍した西洋文化の受容に関する関係
者として福澤諭吉は興味深い。福澤は、慶応大学の設立者

として有名であるがそれは晩年のことであり、彼が若かっ
たころの経験が重要であろう。彼は”福翁自伝”という伝記
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を書いているが、その好奇心に満ちた自由な生き方に興味
をそそられる。マトリックス履歴書を図2に示す。

福澤のマトリックス履歴書については、すでにデジタル
ドキュメント研究会で紹介しているので[2]、詳細はそち
らを参照していただきたいが、西洋文明に対する考え方に
ついて若干補足する。幕末のころ既に蘭学や洋学について
の書籍やそれを習得した横井小楠や佐久間象山のような
学者が存在し、好奇心の強い有能な若者はそれに憧れたり
関心を抱いていた。福澤もその例にもれず中津藩を飛び出
して長崎に向かったが、長崎では蘭学を学ぶと共に培った
スキルで翻訳の仕事をこなしている。その後も適塾、江戸
でオランダ語と英語を習得し、そのスキルを生かして咸臨
丸で渡米し、米国をつぶさに調査見学しているが、これは
彼の好奇心のなせる業であろう。

彼の場合は、組織の中で立身出世するのではなく、好奇
心に基づく科学的精神で、新たな世界を知りその世界に自
らの思想で関わる姿勢をライフワークとして貫いている。
その姿勢が組織に依存しない起業家としても相応しいとい

うのが先の報告の趣旨であった。なお、福澤の場合は、西
洋文化に関心を持っても森有礼のようにキリスト教には心
酔しなかった。この立ち位置は伊藤博文とも同様である
が、伊藤博文は権力指向の立身出世主義者であった。福澤
の立場はキリスト教の立場でなく、権力者の立場でもない
是々非々の異文化交流者の立場と言える。知識社会学者の
カール・マンハイムは、歴史に貢献する人物は、特定のイ
デオロギーを推進するのではなく、イデオロギーを超えた
歴史的な展望を抱く知識人（浮遊するインテリゲンツィ
ア）であると説いているが[7]、福澤にはその素地がある
と考えられる。

2.4 高崎達之助

戦後の民主化は、日本人が行ったのではなく占領軍が
行った改革であった。そのために今でもその評価が割れて
いて国民的な合意が形成されていない状況にある。その時
期の時代の背景を代表する人物として高崎達之助を取りあ
げる。マトリックス履歴書を図3に示す。彼のマトリック

高崎達之助のマトリックス履歴書

図3 高崎達之助のマトリックス履歴書

ス履歴書については、画像関連学会の講演論文[8]に記述
しているので詳細はそちらを参照していただきたい。

戦時中、高崎は満州重工業の総裁であったが、日本が戦
争に敗れ国家の保護を失った外地で日本人の中心に立たさ
れた。ソ連、中国共産党、中国国民党という異なった国家
の軍隊と対峙し、終始毅然たる態度を失わない日本人は少
なかったが、高崎はその中でも在留邦人に最も信頼され、
その後の二年間異なった外国勢力との交渉に当たり在留邦
人を帰国に導いた。帰国後の高崎は敗戦国で外国と交渉が
出来る希有な国際人として日本の産業界から嘱望され、日
本の復興のために米国、ソ連、中国との交渉に当たった。
多くの財界人が米国一辺倒であったのに対し、高崎はソ
連、中国という共産圏との交渉にも当たり、共産圏に多く
の友人を得た。周恩来、フルシュチョフ、ナセルといっ
た、資本家から距離を置く政治家や革命家とうち解けた友
人となり得たのは、異境にあって孤独に耐え自己の信念を
貫ける人物であったためであろう。

デイヴィッド・リースマンは、彼の著書の”孤独な群衆

”[9]においてこのような孤独に耐え自己の信念を貫ける人

間を「自律型」の社会的性格として位置付けている。この
性格は先に述べた千利休、福澤諭吉、津田梅子にも当ては
まると思われるが、異文化に興味を持ち理解しようとする
ためには基本的に必要とされるものであろう。

3. 西洋文化受容のマトリックス表現

3.1 基本的アプローチの考え方

マトリックス履歴書の考え方は、履歴書だけでなく緩や
かに変化する時系列的な情報一般に適用可能と思われる。
緩やかな変化を意味的な段階で区分した期間とし、区分し
た期間に関する相互の関係を記述可能とするからである。
ここではその試みとして、西洋の文化と日本の文化が出
会った場面を対象に分析を試みる。
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日本と西洋が最初に直接出会うのは、ポルトガル船の種
子島への漂着事件であろう。それ以前もシルクロード、中

国経由で西洋の文化が伝えられてはいたが間接的なもので
あった。安土桃山時代のマトリックス表現を図4に示す。

図4 安土桃山時代のマトリックス表現

西洋文化と日本文化の接触にはある種のパターンが感じ
られる。そのようなパターンに対しては「歴史は繰り返
す」という諺でも知られているが、その繰り返しパターン
から歴史の必然性を読み取るのが歴史観であろう。ヘーゲ
ルやマルクスの弁証法は、そのパターンに端を発するもの
である。

西洋文化と日本文化の接触は、基本的に西洋文化を日本
が受容するというパターンであろう。日本文化が西洋文化
にインパクトを与えるような事例は殆ど存在しなかったと
思える。日本が西洋に影響を与える可能性は今後の重要な
課題であるが後に考察する。

西洋文化を日本が受容するパターンを下記のように想定
した。

(1)先行期：日本社会としての停滞や混乱が続き、新たな

インパクトを待ち受ける

(2)導入期：海外からのインパクトにより、社会全体が緊

張し、インパクトを受け入れる。

(3)発展期：インパクトが徐々に国内で進展し、経済的な

発展をもたらす。

(4)円熟期：インパクトが国内に普及すると共に、日本の

伝統的な文化が台頭しはじめる。

(5)完了期：日本の伝統的な文化の勢力が力を得て、イン

パクトをもたらしたグループを駆逐し、社会が停滞する。

なおこのパターンは、私が純粋に考案したものではな
く、外国人のアイデアに基づいている。バートランド・
ラッセルは、1922年に”Problems ofChina”という著書を

発行し、当時の中国の問題について彼独自の分析を試みて
いる。この書籍は、1970年に日本語の翻訳が出版された

が、そこに上記のパターンに近い内容が記述されている
[10]。

3.2 安土桃山時代

安土桃山時代は、日本の歴史において非常に興味深い位
置付けにある。西洋における中世から近世への移行は、ル
ネッサンス、地理上の発見、宗教改革といった事象がエ
ポックになっている。これはカトリック教会が支配した停
滞社会としての中世封建社会が内部から崩壊して新しい時
代に展開した状況を物語る。日本の近世も中世の封建社会
が崩壊したかというとそうではなく、鎌倉時代という武士
が権力を握った時代の支配構造が変化したことに起因する
と思われる。農機具の改良や灌漑設備などによる農業生産
の向上が、農家の貧富格差を生み、上層の農民が地域の支
配権力と結びついて、権力構造を変えていったというのが
歴史の背景に存在すると思われる。

そのような変化のポテンシャリティを背景として、鉄砲
が伝来して軍事技術が革新され、鉄砲を有効に活用して組
織化したグループが室町幕府が政治権力を失った戦国時代
を勝ち進んだ。鉄砲を有効に活用するためには、その技術
を持っているスペインやポルトガルと上手に付き合う必要
がある。そのためには彼等の精神的な支柱であるキリスト
教を受け入れる必要があり、軍事組織の強化のためにはキ
リスト教の国内の布教にも協力する必要があった。織田信
長、豊臣秀吉はそのようなイデオロギーで成功した権力者
の一例に過ぎないであろう。そのような社会変化のメカニ
ズムを反映させるために、権力状況、軍事状況、工芸時
術、民衆生活、商業流通、文化状況という項目を設け、
各々の時代区分に応じて特徴などを記述可能とした。

歴史の進展は、知識の拡大に伴う知的な進歩と考えるこ
とが可能である。この考え方の代表はドイツ観念論哲学者
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のヘーゲルである。現実の世界は様々な矛盾があるが、そ
れらが止揚される過程を理性による社会の進歩として捉え
る彼の哲学を歴史的プロセスに反映させたものである。だ
がその視点で従来の世界の歴史を東洋世界、ギリシャ、
ローマ、ゲルマン、キリスト教、中世、近世という系列で
論じる彼の歴史観には無理がある[11]。ヘーゲルの弁証法
を唯物論の立場で解釈し直し階級闘争の視点で見直した歴
史観がマルクスの唯物史観である。技術進歩が生産力を向
上させ富を増大させ、その結果生産関係が変化する。その
変化の観点から、古代、中世、近世といった歴史の解釈を
試みたものである。歴史の進歩の一面を捉えてはいるが、
この解釈で個々の民族や国家の歴史を説明し尽くせる訳で
はない。

異文化の出会いや衝突が実際の歴史であり、安土桃山時
代もそのような異文化交流のコンテキストで捉える必要が

ある。さらにその歴史を背景に生きた個々人が、歴史の事
実を雄弁に語るエビデンスである。千利休は、この時代を
積極的に生きて日本の文化に貢献した歴史の代表者として
位置付けることが可能であろう。

3.3 明治維新

明治維新は、非西洋国家の日本が経済的に離陸して世界
で最初に西洋並になった歴史のトリガーとして位置付けら
れ、途上国の経済発展を考える上での歴史的エポックとし
て注目され続けている。従って明治維新とその先行過程と
しての江戸時代については、多くの研究がなされている
[12]。

図5にマトリックス表現を示す。明治維新のプロセス
は、ヘーゲルが語るような理性の進歩とは到底言えないで

図5 明治維新のマトリックス表現

あろう。ペリーの砲艦外交に端を発して、幕府旧守派と尊
皇攘夷派のイデオロギー闘争を通じて、大政奉還による幕
府から西南雄藩への権力の移譲ということである。

安土桃山時代と同様に社会的な先行条件があり、それに
対してペリーの来航がインパクトになったと言える。その
先行条件は、隣国清におけるアヘン戦争に代表される列強
の振る舞いであり、下級武士を中心に支配権力としての幕
府に対して危機感と不平不満が向かったと言えるであろ
う。尊皇攘夷運動は、その危機感と不平不満が集約された
ものであったが、薩英戦争や四国連合艦隊の下関砲撃の結
果、彼等下級武士は攘夷を取り下げて積極的な開国論者に
変わっていった。

排外主義的な保守主義的なグループと外国文化を積極的
に吸収するグループとの対比は、アーノルド・トインビー

が「ゼロット」と「ヘロディアン」の対立としてモデル化
し、フランク・ギブニーがその問題を論じている[13]。社
会変化の多くは、「ゼロット」と「ヘロディアン」が和解
することなく、闘争が継続し混乱が長引くが、明治維新に
おいては、ゼロットであった吉田松陰の門徒が薩英戦争や
四国連合艦隊の下関砲撃の結果、雪崩を打ってヘロディア
ンへと変化しているのである。その典型例として、伊藤博
文と坂本龍馬が挙げられている。その点に関して、福沢諭
吉は終始一貫した思想を持って西洋文化に対処していた。

「ゼロット」と「ヘロディアン」の対立は、水面下では
継続し、教育勅語の内容に関する議論となって顕在化し
た。伊藤博文が提案した教育儀に対して儒学者の元田永
孚（もとだながさね）教育儀付議で反論し、その議論が
対立したのである。ヘロディアンの伊藤博文対ゼロットの
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元田永孚という構図に見えるが、西洋文化対儒教文化と
いうとらえ方も可能であろう。

教育勅語の思想は、天皇を家長とする家の思想を民族・
国家のレベルで道徳・倫理として実践することを要求する
もので、西洋の近代国家とは相容れない思想・制度であ
る。明治維新を推進した維新政府の主要人物は以前ゼロッ
トであった人物と言えどもヘロディアンであったと言え
る。しかし、伝統勢力も根強く、物質的な文化は西洋文化
の導入を認めても、精神的には反発した「和魂洋才」と言
う思想も根強かった。

戦前の日本は、結果的に「和魂洋才」の文化・制度が日
本の陸軍による満州・中国への侵略、暴走を止めることが
できずに軍国主義化し、第二次世界大戦で壊滅的な状況を
招いてしまったと言えるであろう。

福沢諭吉は、民間人としてのヘロディアンであり、日本
への西洋文化の受容に貢献した人物と言える。彼の創設し
た慶應義塾大学は、官僚養成の帝国大学に対して日本の企
業経営者を多数育て、日本の国力増進に貢献したと言え
る。津田梅子は、帰国子女として国のために尽くす志を抱
いて津田塾を創設し、女性の知識人を育て、日本社会にお
ける西洋文化の受容に貢献した。

3.4 戦後の民主化

戦後の民主化はポツダム宣言の受諾による無条件降伏が
出発点であった。日本の降伏は、当時の大多数の国民に
とっては死の恐怖への終了であり、将来の生活を真剣に考
えるきっかけになったという話しを聞かされた。図6は戦
後の社会の経過をマトリックス表現にまとめたものであ
る。

図6 戦後社会のマトリックス表現

先ず高校時代に漢文を教わったK先生のエピソードを紹

介する。それまで「国のために死ね」と教えていた国民学
校の教師が、8月15日を境にして、教科書に墨を塗りなが

ら「これからは民主主義の世の中だからみなさんは自分の
意見を主張しなければいけない」と話し始めたのを聞い
て、その変わり身の早さに日本社会が信じられなくなった
とのことであった。要するに日本の学校の教師は上から指
示されたことを教えることしか許されず、生徒は言われた
ことにカメレオンのように従うことしかできなかったので
ある。それを語ったK先生は、「そのような教師にだけはな

りたくないと思って君たちを教育している」と話してくれ
た。この上意下達の思想は儒教に基づいており、支配する
人間にとっては都合の良い思想であった。戦後の占領軍の

改革は、このような儒教の思想から日本の国民を解放する
試みであったと言えるであろう。

平和憲法の成立の経緯は、最近の解釈改憲の議論などを
通じて人々に知られるようになった。特に憲法九条の非武
装、交戦権の否定の文言は、世界に類を見ないものであ
り、世界平和を指向する先進性を賞賛する意見と、非現実
性を危惧し批判する意見が成立以来続いている。この条項
は、天皇制の存続のためにマッカーサーが加えたという意
見が主流のようだが、マッカーサーは時の総理大臣の幣原
喜重郎が提案したと述べている。戦前のワシントン会議や
ロンドン会議で軍縮に取り組んだ幣原は、戦争の廃止を強
く希求した人物であったようで、彼から提案されたとして
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も不思議はないようだ。特に核兵器の登場で、国際世論の
支持が得られない無謀な戦争は制度的な国家では事実上不
可能であり、日本の平和憲法の思想は現実性を帯びてきた
面もある。

日本の民主主義がどの程度のものであるかを最近痛感さ
せられたエピソードがある。5月21日～23日にスペインの

バレンシアで異文化教育訓練および研究に関する欧州の国
際会議（SIETAREuropaCongress）があり、福島におけ

る女性起業家の育成に関する研究発表をしてきたが、その
際に福島に関連する問題として日本の政府の情報隠蔽に関
する議論があった。これは講演の際ではなく、その後のカ
クテルパーティでの会話であった。政治的な面があるので
答えにくい内容であったが、ドイツのジャーナリストに対
して日本の外務省が記事内容を批判したことなどが影響し
ていたようである。

さらに英国人のルイス卿によるワークショップでも、日
本文化の問題を取り上げた。それによると

(1) Poor lingustis −言語不得意

(2) Face protection, honour −名誉・面子重視

(3) Uitra−courtesy −超礼儀正しさ

(4) Age−based hierarchy −年功序列

(5) The company (kaisha) is sacred −会社は神聖

(6) Long termism −長期的経営指向

とのことである。この内容は彼の著書でも紹介されてい
る[14]。以上の項目から、ルイス卿の目には儒教精神が根
強く認識されていることが分かる。彼は日本での5年間の

滞在経験を有し、日本の異文化コミュニケーション学会と
のコンタクトに関心を持つ親日家であるが、遠慮しないで
現状の日本の特徴を述べると上記のとおりなのである。戦
後70年を経ても西洋文化は定着してはいないということで

ある。

4. 考察

4.1 西洋文化の受容パターン

以上、安土桃山時代、明治維新、戦後の民主化について
述べたが、日本社会が西洋文化を受容する経緯には以下の
ような類似性があると感じられる。

(1)積極的に受け入れるグループ（ヘロディアン）と、受

け入れに抵抗するグループ（ゼロット）があり、当初は受
け入れグループが主流を占めるが、3～4世代後は抵抗グ

ループが主流になる。安土桃山時代は、鉄砲伝来から90年

後に鎖国令が出ている。明治維新の場合は、ペリー来航か
ら92年後に第二じ大戦の敗戦を迎えている。戦後の民主化

は今年が70年であるが、民主化の象徴であった憲法の精神

が懸念される状況になっている。

(2)積極的に受け入れるグループは、西洋の技術習得に関

心があり、その習得が終わると勢力が弱まる。安土桃山時
代は、鉄砲の伝来が軍事的な盛衰に直結し、それを有効活
用した織田信長が緒戦の勝利をものとした。その後、秀吉
がその成果を受け継いだが、天下を平定した後は、刀狩り
を行い、民衆が武器を持つことを禁止した。対抗勢力が武
器を持つことを恐れたからである。キリスト教の禁教も、

イデオロギーを恐れるだけでなく、外国から武器が輸入さ
れることの危険を排除するためでもあった。

(3)西洋文化の象徴であるキリスト教は、技術の習得に際

して必要な範囲で受け入れるが、その後は伝統文化の儒教
が支配的になり、活発で自由な人間の育成を阻んだ。安土
桃山時代は、千利休に象徴されるオリジナリティ溢れる興
味深い人材が生まれた。キリシタン大名や天正少年使節の
ように海外に飛躍する人物も登場し、日本と海外との交流
も盛んになりつつあった。特に東南アジアでの日本人町の
発展は、今日の日本の状況を彷彿させるものがある。しか
し、その後の鎖国政策により、その活動は途絶えてしまっ
た。

(4)西洋文化を積極的に受け入れるグループは、安土桃山

時代は鉄砲を代表とする軍事技術、明治維新は産業革命を
起こした蒸気機関、鉄道、電気、通信、化学、造船、建築
などの工業化技術、戦後はエレクトロニクス、物性材料、
情報通信、バイオなどが挙げられるであろう。

以上のように、日本社会が西洋文化を受容する際は、異
なる時代を超えて非常に類似の状況が観察されることが明
らかである。

4.2 時系列情報の構造化

3.1節で、マトリックス表現の、履歴書情報からの拡
張、すなわち一般的な時系列情報に対する適用可能性を述
べたが、その問題について考察する。従来から下記のよう
な数学的手法が確立されてきた。

(1)時系列情報については、シャノンの情報理論が符号化

の観点から数学的なモデルを提供し当学会では一般的に知
られている。

(2)古典的には振動理論などの機械工学分野、さらに振動

理論にフィードバック理論を追加した古典制御理論分野で
扱われてきた。

(3)ノーバート・ウィーナーのサイバネティックスは情報

理論とフィードバック理論を包含する数学体系を構築し
た。

(4) 現代制御理論は、多次元空間におけるベクトルマト

リックス微分方程式による解法を確立し、時系列処理を状
態空間に位置付けた。

(5) ベルマンのダイナミックプログラミングとポントリ

ヤーギンの最大原理により、現代制御理論に最適制御の考
え方が追加された。

自然言語処理も下記のように考えると構文解析を適用す
る時系列信号の処理である。

(1)パーサを用いて語を抽出し、文法に基づいて意味を把

握する。

(2)意味は構造でありチョムスキーの理論における深層に

相当する。

(3)深層の構造が共有されることにより、意味情報の伝達

が実現される。マトリックス表現の原理は、チョムスキー
の深層に近い概念である。

例えば、図7のような履歴情報を想定する。この履歴
は、A→B→C→Dというカテゴリの項目群で構成される。
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図7 抽象マトリックス履歴表現

Eは、AとBとに共通する項目群であり、FはBとCとに共通

する項目群である。このように関係づけを勧めると、Aか

らDまでの時系列情報で構成されるマトリックス履歴は

図8のようなクラス階層で記述することができる。

図8 抽象マトリックス履歴表現のクラス階層

この手法は、今すぐ使える手法ではないが、徐々に変化
するような時系列情報の意味的な管理に活用可能な基本的
な枠組みである。例えば、人材育成にあたり、優秀な人材
の育成パターンが得られるなら、その類似パターンを抽出
するような用途に適用可能であろう。さらに歴史は繰り返
すようなパターンが抽出できれば、同様のアプローチを取
ることが可能になるかもしれない。クラス階層の実装は、
多重継承を必要とすることから、OWLかCLOSが候補にな

るが、実装の容易さの点でCLOS（CommonLispObject

System）が最適であろう。今後の課題として検討した

い。

5. おわりに

以上、これまで起業家人材の育成の研究で用いてきたマ
トリックス履歴書を、歴史過程の評価に用いることを試み
た。安土桃山時代、明治維新、戦後の民主化という3種類

の時代を取りあげ、日本が西洋文化を受容した過程の分析
を行った。その結果、従来把握されていなかった歴史的な

パターンの分析に資することができたと考える。さらにマ
トリックス表現は、時系列情報を構造化して記述可能なの
で、オブジェクト指向分析やオントロジ活用におけるクラ
ス階層に対応付けた活用も可能ではないかと思われ、簡単
な分析を試みた。

最後に、本報告は異文化コミュニケーション学会での議
論、特にバレンシアで開催されたSIETAR Europa Con-

gressでの日欧文化交流に関する多様な議論を通じて思い

ついたアイデアが発端になっている。関係者に謝意を表す
と共に、異文化交流分野と情報処理分野との融合を通じた
新たな研究分野の創出に寄与することを期待したい。
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